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気象現象は今後更に激甚化し、いつ、
どこで災害が発生してもおかしくあり
ません。

「国民の皆さんへ〜大事な命が失われる前に〜」
（平成30年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループまとめ）

まだ大丈夫だろうと思って亡くなった
方がいたかもしれません。河川の氾
濫や土砂災害が発生してからではも
う手遅れです。

自
然
災
害
は
、決
し
て
他
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
あ
な
た
」や「
あ
な
た
の
家
族
」

の
命
に
関
わ
る
問
題
で
す
。

皆さんの命は皆さん自身で
守ってください。

避難するかしないか、
最後は「あなた」の判断です。

（平成11年6月 冠水した市内北部）

「
今
、逃
げ
な
け
れ
ば
、自
分
や
大
事
な

人
の
命
が
失
わ
れ
る
」と
の
意
識
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。



警戒レベル 住民がとるべき行動 避難情報など

警戒レベル5 既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。 災害発生情報

避難勧告
避難指示（緊急）

避難準備・高齢者等
避難開始

大雨注意報、洪水注意報
など（気象庁が発表）

早期注意情報（気象庁が
発表）

速やかに避難先へ避難しましょう。公的な避難場所
までの移動が危険な場合は、近くの安全な場所や、
自宅内のより安全な場所に避難しましょう。

避難に時間を要する人（高齢者、障がいのある人、
乳幼児など）とその支援者は避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

避難に備え、ハザードマップなどにより、
自らの避難行動を確認しましょう。

防災気象情報などの最新情報に注意するなど、
災害への心構えを高めましょう。

警戒レベル4
警戒レベル3

警戒レベル2
警戒レベル1

9月1日は 
「防災の日」
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問い合わせ先
安全安心課消防防災担当
☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１４３

警戒レベルを知っていますか？

災害に備える
防
災
の
日
と
は

　
「
防
災
の
日
」
は
、
大
正
12
年

（
１
９
２
３
年
）に
関
東
大
震
災
が
発

生
し
た
日
で
す
。
ま
た
、
例
年
９
月

１
日
前
後
は
、
台
風
の
襲
来
が
多
い

と
さ
れ
る
２
１
０
日
に
あ
た
り
、「
災

害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
」

と
の
戒
め
も
込
め
、昭
和
35
年（
１
９ 

６
０
年
）に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

警
戒
レ
ベ
ル
の
導
入

　
平
成
に
入
り
、
豪
雨
災
害
と
し
て

最
大
の
人
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
平

成
30
年
７
月
豪
雨
。
こ
の
災
害
を
教

訓
と
し
、
国
の
中
央
防
災
会
議
に
お

い
て
、
避
難
対
策
の
強
化
が
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

　
住
民
は「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守

る
」意
識
を
持
ち
、
行
政
は
住
民
が

適
切
な
避
難
行
動
を
と
れ
る
よ
う
全

力
で
支
援
す
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
、
地
域
に

お
け
る
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
強

化
、
防
災
と
福
祉
の
連
携
の
他
、
防

災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
警

戒
レ
ベ
ル
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
防
災
情
報
の
意
味
を
直
感
的
に
理

解
し
や
す
い
も
の
と
し
、
住
民
の
主

体
的
な
行
動
を
支
援
す
る
た
め
、
と

る
べ
き
行
動
や
避
難
情
報
な
ど
を
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
提
供
し
ま
す
。

　
今
年
の
出
水
期
か
ら
、
市
の
避
難

情
報
を
発
令
す
る
際
は
、
警
戒
レ
ベ

ル
を
一
緒
に
伝
え
て
い
ま
す
。
警
戒

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
身
を
守
る
た
め

の
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
か
ら
の
避
難
情
報
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
総
合
情
報
メ
ー
ル
、

防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
防
災
メ
ー
ル

ま
も
る
く
ん
で
配
信
す
る
他
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ

で
も
報
道
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
避

難
対
象
地
区
を
巡
回
訪
問
し
、
直

接
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

避
難
情
報
の
例

　令和○年○月○日午前○時○分、大雨に
よる土砂災害の危険性が高まっているため、
土砂災害警戒区域内に対し【警戒レベル4】
避難勧告を発令しました。土砂災害警戒区
域内に居住する人は、直ちに避難所（居住
する地区の公民館）へ避難してください。
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▽
高
齢
運
転
者
標
識（
も
み
じ
マ
ー
ク
）の
使

用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
配
慮
が
広
が
り
、
事
故
が
減
少
す

る
の
で
は
な
い
か

▽
地
域
の
歴
史
や
伝
承
な
ど
を
子
ど
も
た
ち

へ
伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
関
心
が
芽

生
え
、
も
っ
と
自
分
の
ま
ち
を
好
き
に
な

る
の
で
は
な
い
か

▽
市
に
あ
る
文
化
財
や
遺
跡
に
対
す
る
市
民

の
認
知
度
が
低
い
の
で
、
県
道
沿
い
に
看

板
を
設
置
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か

▽
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

に
お
け
る
特
典
が
、
施
設
利
用
券
だ
け
で

な
く
、
よ
り
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
よ
り
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
か

▽
公
民
館
の
催
し
に
参
加
し
、
顔
見
知
り
に

な
る
だ
け
で
も
助
け
合
い
の
輪
が
広
が
る

の
で
は
な
い
か

▽
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
公
民
館
に
行
く
環
境
が

あ
れ
ば
、
自
治
会
や
公
民
館
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

▽
自
治
会
活
動
を
、
学
生
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
は
ど
う
か

※
活
動
報
告
書
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w

.city.kasuga.
fukuoka.jp/siseijoho/cityplan/
citizentalk/index.htm

l

）を
見
て
く
だ

さ
い
。

交
通
安
全
対
策

テーマ
１

市
民
と
共
に
歩
み
続
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

テーマ
2

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
て
の
取
り
組
み

テーマ
4

自
治
会
活
動
と
助
け
合
い

の
ま
ち
づ
く
り

テーマ
5

文
化
財
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

テーマ
3

　かすが市民懇話会は、市民の生の声や生活者の視点
からの意見を市政運営に生かすため活動しています。
　その活動内容をまとめた「かすが市民懇話会（第14
期・第15期）活動報告書」を、7月12日、井

い の う え

上市長に提
出しました。

かすが市民懇話会
活動報告書を進呈

平
成
30
年
度
の
年
間
テ
ー
マ
は「
み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う　
さ
あ
、は
じ
め
よ
う
ー
」で
し
た
。

年
間
テ
ー
マ
に
沿
い
、
会
員
か
ら
出
さ
れ
た
５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
や
提
案

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
超
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
も
、
住
民

が
春
日
市
を「
終つ

い

の
す
み
か
」と
し
て
選
択

す
る
た
め
に
、
行
政
が
ど
ん
な
舵
取
り
を

し
、
市
民
に「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」を
訴

え
て
い
く
の
か
。
そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
政
策
を
大
き
く
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
も
、
こ
れ
は
急
務
な
課
題
で
す
。

　
私
た
ち
今
期
の
懇
話
会
は「
み
ん
な
で

春
を
つ
く
ろ
う　
さ
あ
、は
じ
め
よ
う
─
」

と
の
テ
ー
マ
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

軸
に
据
え
て
、
短
期
、
中
長
期
的
視
点
で

論
議
を
深
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
生

１
０
０
年
時
代
に
向
け
た「
春
づ
く
り
」へ

の
提
言
と
し
て
、
活
動
報
告
と
は
別
に
、

①「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」に
も「
地
方
創

生
」の
発
想
を
、②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ス
ク

ー
ル
を
充
実
す
る
た
め
に
さ
ら
な
る
学
校

開
放
を
、
③「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に
、
④「
あ
ん
ど
ん

祭
り
」を「
奴
国
」の
シ
ン
ボ
ル
に
、
⑤
公

共
施
設
の「
複
合
化
」、「
多
機
能
化
」を
推

進
し
よ
う
、の
５
項
目
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
熱
意
が
、
今
後
の
春
日
市
の

将
来
設
計
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

５項目を提言

問い合わせ先　秘書広報課広報広聴担当
☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１４5

第14期・第15期
かすが市民懇話会会長
川
か わ の

野　康
や す ひ ろ

廣
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こ
れ
ま
で
、
大
土
居
水
城
跡
で
は
、
６
回

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
塁
は
、

粘
土
や
砂
な
ど
の
質
が
異
な
る
土
を
数
㎝
の

厚
さ
で
交
互
に
積
み
重
ね
、
突
き
固
め
ら
れ

た「
版は

ん
ち
く築
」と
い
う
古
代
の
高
度
な
土
木
技
術

で
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
平
成
７
年
以
降
の
県
道
拡
幅
に
伴
う

発
掘
調
査
で
は
、
県
道
の
地
下
に
版
築
で
造

ら
れ
た
土
塁
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
の
幅
は
約
40
ｍ
で
、
土
塁
の
内

側（
大
宰
府
側
）の
水
を
外
側(

博
多
湾
側)

の

濠
へ
と
流
す
た
め
の
木も

く
ひ樋（
木
製
導
水
管
）も

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
木
樋
の
横
に
は
柱

が
２
本
あ
り
、
取
水
の
た
め
の
施
設
の
一
部

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
日
本
書
紀
』に
は

「
筑
紫
に
大
堤
を
築
き
水
を
貯
え
し
む
。
名

づ
け
て
水
城
と
い
う
」と
そ
の
名
の
由
来
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
小
水
城
の
土
塁
が
版
築
技
法
で
築
か
れ
た

こ
と
や
、
木
樋
を
設
置
す
る
構
造
な
ど
は
、

大
水
城
と
共
通
し
て
お
り
、
大
水
城
と
同
じ

目
的
で
築
造
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　
天
神
山
水
城
跡
は
、
東
西
方
向
に
長
さ
約

１
４
０
ｍ
の
土
塁
が
残
っ
て
お
り
、
昨
年
度
、

初
め
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
神

山
水
城
跡
も
版
築
で
土
塁
が
造
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
大
土
居
水
城
跡
と
積
み
方
の
違
い
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
土
塁
は
帯
状
に
長
い
距
離

１
３
５
５
年
前
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
土
木
遺
産

特
別
史
跡 

大
土
居
水
城
跡
・
天
神
山

水
城
跡
発
掘
調
査
の
報
告

問い合わせ先
文化財課整備活用担当
☎（５０１）１１４４
F（５７３）１０７７

　
市
に
は
、
現
存
し
て
い
る
水
城
跡
が
２
カ

所
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
特
別
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
史
跡
は
、
史
跡
の
中
で
も「
学
術
上

の
価
値
が
特
に
高
く
、
我
が
国
文
化
の
象
徴

た
る
も
の
」と
さ
れ
て
お
り
、
有
形
文
化
財

で
い
う「
国
宝
」に
あ
た
り
ま
す
。

　
『
日
本
書
紀
』に
よ
る
と
、
水
城
跡
は
、
天

智
３
年（
６
６
４
年
）に
大
宰
府
防
衛
の
た
め

築
造
さ
れ
た
古
代
の
土
塁
で
す
。

　
当
時
、
白は

く
そ
ん
こ
う

村
江
の
戦
い（
６
６
３
年
）で
、

倭わ（
日
本
）は
、友
好
関
係
に
あ
っ
た
百く

だ
ら済（
韓

国
）の
復
興
の
た
め
、
朝
鮮
半
島
に
援
軍
を

派
遣
し
ま
し
た
が
、
唐と

う（
中
国
）と
新し

ら
ぎ羅（
韓

国
）の
連
合
軍
に
大
敗
し
ま
し
た
。　

　
唐
・
新
羅
の
国
内
へ
の
侵
攻
を
恐
れ
た
倭

は
、
対
馬
・
壱
岐
・
筑
紫
国
に
防さ

き
も
り人（
兵
士
）

を
派
遣
し
、の
ろ
し
台
を
設
置
。
さ
ら
に「
水

城
」を
築
き
ま
し
た
。
水
城
は
、
福
岡
平
野

の
最
奥
部
に
あ
り
、
牛う

し
く
び頸
山
系
と
四
王
寺
山

か
ら
延
び
る
丘
陵
部
の
、
平
野
が
最
も
狭
く

な
る
所
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
全
長
は

１·

２
km
。
こ
の
水
城
跡（
大お

お
み
ず
き

水
城
）の
西

側
か
ら
、
大
野
城
市
・
春
日
市
に
か
け
て
、

丘
陵
間
の
要
所
の
谷
部
に
は
、
大
水
城
よ
り

小
規
模
な
土
塁
が
あ
り
、
大
水
城
と
区
別
し

て
小し

ょ
う
み
ず
き

水
城
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
確
認
さ
れ
て
い
る
小
水
城
に

は
、
大
土
居
水
城
跡
と
天
神
山
水
城
跡
の
２

つ
が
あ
り
ま
す
。

特
別
史
跡
水
城
跡

発
掘
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と

▲大水城とその西側にある小水城の位置（破線部分は推定）

▲水城・大野城・基肄（きい）城の防衛ライン

天
神
山

大
土
居

上
大
利

大
水
城

西鉄白木原駅

西鉄下大利駅
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を
構
築
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
区
に
よ
っ

て
土
の
積
み
方
に
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
大
土
居
水
城
跡
・
天
神
山
水
城
跡
は
と
も

に
樹
木
が
繁
茂
し
、
遺
跡
と
し
て
捉
え
に
く

い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
市
は
、
水
城
跡
の

保
護
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
見
学
者
や
地
域

の
人
に
と
っ
て
水
城
の
歴
史
的
価
値
を
分
か

り
や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
の
整
備
の
方
針

を
定
め
る
た
め
、
今
年
度
に
、
水
城
跡
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
都
市
の
緑
地
空
間

と
し
て
の
価
値
を
適
切
に
管
理
・
継
承
す
る

と
と
も
に
、
学
習
の
場
や
地
域
活
動
の
場
と

し
て
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

① 大土居水城跡木樋復元模型
② 大土居水城跡土層断面
③ 天神山水城跡1次土層横断面
④ 大土居水城跡木樋出土状況

令和元年考古企画展

小水城を発掘する

版築を体験してみよう

「朝鮮半島の古代山城と水城跡」
日程　９月14日㈯〜10月27日㈰
※９月17日、10月15日は休館です。
時間　午前９時〜午後５時（入館は午後4時

30分まで）
場所　奴国の丘歴史資料館特別展示室

日時　９月28日㈯（小雨決行）
午前９時30分〜午後１時

場所　奴国の丘歴史資料館入口横

日時　10月12日㈯
午後２時〜４時

場所　奴国の丘歴史資料館研修室
講師　亀

か め だ
田修

しゅういち
一さん（岡山理科大学教授）

定員　70人（申込先着順）
申込方法　９月12日㈭〜10月11日㈮に、電話、ファック

ス、Eメール、直接窓口のいずれかで住所、氏名、年齢、
電話番号を伝える

申込・問い合わせ先　奴国の丘歴史資料館
☎（５０１）１１４４　F（５７３）１０７７

nakoku@city.kasuga.fukuoka.jp　今年も開催する奴国の丘フェスタで、古
代の土木技術「版築」を体験できます。
　突き棒などの道具を使って、土を層状に
突き固めながら積み重ねます。

水
城
跡
保
護
の
た
め
の

今
後
の
取
り
組
み

1 2

3

4

関連講演会

講師紹介
古代の朝鮮半島から日本への技術や文化、
情報の伝播、受容についてを研究テーマ
にしている。今年度策定予定の水城跡整
備基本計画を考える部会の委員でもある。
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問い合わせ先  健康スポーツ課健康増進担当
☎️（501）1134　F（501）0051

問い合わせ先  高齢課高齢者支援担当
☎️（584）1111㈹　F（584）3090	

自殺予防4つのポイント
9月10日〜16日は自殺予防週間

80歳、90歳、100歳以上が対象
市から高齢者祝金・祝品を贈呈

　9月中旬から順次、贈呈します。

対象・贈呈内容・贈呈方法

▽ 80歳（昭和14年4月1日〜昭和15年3月31日生ま
れ）および90歳（昭和4年4月1日〜昭和5年3月31日
生まれ）の人

　5,000円を、各自治会を通じて贈呈します。

▽100歳（大正8年4月1日〜大正9年3月31日生まれ）

の人
　1万円を、市から贈呈します。

▽101歳以上（大正8年3月31日以前生まれ）の人
祝品を、市から贈呈します。

　年間3万人を超えていた自殺者数は、徐々に減ってき
ています。しかし、未だ年間に2万人以上の人が、自ら
死を選んでいるという現状もあります。
　自分、そして自分の周りの人の命を守るため、次の4
つのポイントに気を付けましょう。

命を守る4つのポイント

▽気付き
　周囲の人の心のサインに早めに気付き、声を掛け
てみましょう。
　自分自身の心のサインに気付いたときは、ゆっくり
と休養し、回復するまでは重大な決断を先延ばしにし
ましょう。
サインの例
・ネガティブな発言が増えた
・落ち込みがちでため息が多い
・夜眠れていない、眠りが浅い
・食べない、または食べ過ぎる

▽傾聴　
　自分の考えを押し付けず、ゆっくりと話を聴きまし
ょう。
　本人を責めたり、安易に励ましたり、相手の考えを
否定したりすることは避けましょう。

▽つなぎ
　相談窓口を紹介したり、病院の受診を勧めたりす
るなど、早めに専門家につなげるよう支援を行いまし

ょう。

▽見守り
　ゆっくり休養できる環境をつくり、焦らず温かく寄
り添いながら見守ってあげましょう。

ゲートキーパー
　「ゲートキーパー」とは、先ほどのポイントにあるよう
に、自殺の危険を示すサインに気付き、適切な対応を
図ることができる人のことで「命の門番」とも位置付けら
れます。1人でも多くの人が、ゲートキーパーとしての
意識を持ち、専門性の有無にかかわらず、それぞれの
立場でできることから進んで行動を起こしていくこと
が、自殺対策につながります。

相談窓口
▽精神保健福祉センター

☎（582）7500

▽ふくおか自殺予防ホットライン
☎（592）0783

▽福岡いのちの電話
☎（741）4343

▽くらしサポート「よりそい」（生活困窮者相談支援窓口）
☎（515）2098

▽市子ども・子育て相談センター（対象は18歳未満）
☎（584）1015
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申込・問い合わせ先  
▷いきいきプラザ開催教室：いきいきルーム（いきいきプラザ内）
☎️（501）1162（F兼用）
▷スポーツセンター開催教室：総合スポーツセンター
☎️（571）3234　F（585）1634

申請・問い合わせ先  市走ろう大会実行委員会事務局（〒816-
0831大谷6-28（総合スポーツセンター2階））
☎️（571）3247㈹　F（571）3305

第45回春日市走ろう大会
参加者募集

10月開始分の受け付けを始めます
高齢者のための運動教室

※★印の教室は、ボランティアが手伝います。
※上記の他、有料で送迎を利用できる教室もあります。詳しくは問い合わせてください。

高齢者のための運動教室
場所 教室名 対象 曜日 時間

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

男性元気アップ 60歳以上の男性市民 ㈯ 午前10時～11時30分

いきいきリズム体操 60歳以上の市民 ㈬ 午前９時30分～11時

からだニコニコ体操 70歳以上の市民で、運動初心者の人 ㈪ 午前９時30分～11時

足腰元気 60歳以上の市民で、筋力やバランス能力の低下を感じる人 ㈬ 午後１時30分～３時

古希元気塾★ 70歳以上の市民で、足腰に不安のある人 ㈭ 午前10時～11時30分

七〇元気塾★ 70歳以上の市民で、床からの立ち上がりが困難になってきた人 ㈫ 午後１時30分～３時

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

さわやかエクササイズ 65歳以上の元気な市民 ㈬ 午後１時30分～３時

カラダいきいきエクササイズ 65歳以上の元気な市民 ㈭ 午前10時～11時30分

男性筋力アップエクササイズ 65歳以上の男性市民 ㈮ 午前10時～11時30分

対象　次のいずれかに該当する人

▽市に居住、または通学している児童・生徒

▽市社会教育関係団体などに所属している人
※種目のうち、①〜④は制限なく誰でも参加できます。
※ウオーキングは、小学生以上に限ります。また、小学

生は保護者と一緒に参加してください。
日時　11月24日㈰
　午前8時〜午後4時
場所　白水大池公園
※ウオーキングは周辺コースです。
種目　①小学生以上ウオーキング（4km・10km）、②中

学生以上2.2km、③10分の1フルマラソン、④リレー

マラソン（5周、パフォーマンス）、⑤就学前400 
m、⑥小学生1km、⑦小学生2.2km、⑧小学生駅伝

（6区）
参加費　②:500円（中学生無料）、③:500円、④（5周）：

2,500円、④（パフォーマンス）:1,500円、その他:
無料

申込方法　9月2日㈪〜10月11日㈮（必着）に、参加申
込書を窓口か郵便で提出する（土・日曜日、祝日は
休み）

※申込用紙は、総合スポーツセンター、ふれあい文化
センター、北スポーツセンター、市役所、いきいき
プラザ、白水大池公園管理棟にあります。また、市
ウェブサイトからも入手できます。

　自分の体力に合った教室を選んで、無理なく楽しく
運動しませんか。
　要支援・要介護認定を受けていない人が対象です。
また、持病などにより、参加できない場合があります。

料金　1回250円
申込方法

▽いきいきプラザ開催教室
　9月2日㈪〜7日㈯に、電話かいきいきルーム窓口
で住所、氏名、年齢、電話番号を伝える

▽総合スポーツセンター開催教室
　9月3日㈫の午前10時から、窓口（正午以降は電
話も可）で申し込む

※新規者優先で、申込先着順です。
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問い合わせ先  
▷制度全般に関すること：こども未来課保育担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1115
▷発達支援などに関すること：福祉支援課障がい担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1154

申込・問い合わせ先  学校教育課学校教育担当
☎（584）1111㈹　F（584）1153	

閲覧・問い合わせ先  総務課総務担当
☎（584）1111㈹　F（584）1142	

　来年4月に小学校へ入学予定の子どもの、言葉
の発達やコミュニケーションなどに不安のある保護
者を対象に、通級指導教室の説明会を行います。
日時　9月9日㈪

午後１時30分〜2時30分
場所　通級指導教室（いきいきプラザ１階）
内容　指導内容の説明、教室内の見学、質疑応答

など
申込方法　9月6日㈮までに、電話で申し込む

　市長等政治倫理条例に基づき、市長、副市長お
よび教育長から提出された資産等報告書を、市長
等政治倫理審査会が審査しました。
　同審査会がまとめた審査結果報告書は、市役所
で閲覧することができます。

閲覧開始日　9月2日㈪
閲覧時間　午前8時30分〜午後5時

新小学校１年生のための
通級指導教室説明会

審査結果を閲覧できます
資産等報告書

手続きをお忘れなく
10月開始の幼児教育・保育の無償化

　10月1日から、子育て世代を応援するため、3歳から
5歳までの子どもと非課税世帯の3歳未満の子どもの幼
稚園、保育所などの利用料が軽減されます。
　現在、対象となる施設を利用している対象者は、9月
30日㈪までに手続きをしてください。

※入園時に各認定を受けているため、改めて認定を受ける必要はありません。

保育の必要性の要件と手続き
利用施設 必要となる認定の種類 手続き 申請書提出先

新制度未移行幼稚園
（教育利用部分） 教育認定 利用施設から配付される認定申請書を

提出する 利用している施設

新制度未移行幼稚園
（保育利用（預かり保育）部分）

保育認定

利用施設から配付される認定申請書に
必要書類（勤務証明書など）を添付して
提出する

利用している施設新制度幼稚園
（保育利用（預かり保育）部分）

認定こども園の預かり保育

認可外保育施設、一時預かり、
病児保育事業など 利用施設から配付される認定申請書に

必要書類（勤務証明書など）を添付して
提出する

こども未来課
企業主導型保育施設（地域枠）

認可保育所 保育認定（※）
手続きは必要ありません。無償化の対象
者には、利用施設を経由して通知を渡し
ます。

ー新制度幼稚園（教育利用部分） 教育認定（※）

認定こども園（教育利用部分） 教育認定（※）

児童発達支援
医療型児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援
保育所等訪問支援

障害児通所給付決
定

手続きは必要ありません。無償化の対
象者には、通知を送ります。 ー
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問い合わせ先  筑慈苑受付窓口
☎（926）1892　F（926）1881	

使用料を改定します
筑慈苑（火葬場）

　消費税率の引き上げに伴い、10月1日以降の施設使
用料を下表のとおり改定します。今後の安定した施設
環境の提供のために、ご理解とご協力をお願いします。

※網掛け部分が改定した金額です。

筑慈苑使用料一覧

種別 区分
使用料

管内利用 管外利用

火葬施設

10歳以上 1体 2万5,000円 6万7,000円

10歳未満 1体 1万5,000円 4万円

その他 1体 8,000円 2万円

改葬 1棺 2万円 6万2,000円

待合室
和室 1室 2,080円 3,350円

洋室 1室 1,560円 1,680円

葬
斎
施
設

通夜 - 1夜 2万6,180円 8万8,170円

葬儀 - 1回 1万5,700円 5万7,620円

法要など - 1回 2,080円 4,460円

延長 1時間ごと 1回 2,080円 4,900円

霊安室 24時間ごと 1体 2,080円 6,290円

募集します
聴覚障がい者相談員（嘱託）

応募・問い合わせ先  福祉支援課障がい担当（〒816‒8501春日市役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）1154

業務内容　聴覚障がい者の生活全般の相談・個別支援
など

対象　以下の全てを満たす人
▷手話通訳士または手話通訳者の資格を有する
▷相談業務の経験または社会福祉士の資格を有する
▷普通自動車運転免許（AT限定可）を有する
任用期間　11月1日㈮〜令和2年3月31日㈫
勤務日数　週3日
勤務時間　午前8時30分〜午後5時のうち7時間30分
（途中45分の休憩あり）

勤務場所　福祉支援課（市役所1階）

報酬　月額12万6,600円（有給休暇・社会保険・交通
費制度あり、賞与なし）

募集人員　1人
選考方法　書類選考、面接（書類選考後に連絡）
応募方法　9月20日㈮（必着）までに、履歴書（A4版）と、

手話通訳士・手話通訳者・社会福祉士登録証を有す
る人は写しを提出する（郵送可）
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森林の大切さを学ぶ

グリーンパートナー交流事業

世界トップレベルの選手が指導

ラグビークリニック i
イ ン

n 春日

子どもたちが古きを学び未来を描く

つくし寺子屋2019 i
イ ン

n 春日市

国際交流のきっかけに

駐日アイルランド大使表敬訪問

　7月25日、グリーンピアなかがわキャンプ村で、
グリーンパートナー交流事業が行われました。こ
の事業は、自然に親しみ、森林が持つ働きや役割
を学び、山村と都会の子どもたちが交流すること
が目的です。市からは、69人の小・中学生が参加。
那珂川市の児童と一緒に森林の働きについて学ん
だ後、ヤマメのつかみ捕りや木工製作を行い、自
然を楽しみました。

　7月26日、K
カ ス ガ
ASUGAスクラムパーク（白水大池

公園多目的広場）で、山口県長門市の7人制女子
ラグビーチーム「ながとブルーエンジェルス」によ
るラグビー教室が開催されました。小学生から高
校生まで30人が参加。積極的に質問するなど夢
中で取り組み「話し合いやコミュニケーションを
重視することで、パスが正確に回せるようになっ
た」と、参加者も成長を実感していました。

　7月14日、奴国の丘歴史資料館で、（一社）つく
し青年会議所が主催する「つくし寺子屋2019 in 
春日市」が開催されました。
　市内の小学4〜6年生、20人が参加。資料館ボ
ランティアの坂

さ か い
井さんから、奴国や弥生時代など

の説明を受けた後、弥生時代の暮らしについて、
熱心にグループディスカッションを行いました。
まが玉づくりにも挑戦し、資料館を満喫しました。

　ラグビーワールドカップ2019ＴＭ期間中にアイ
ルランドチームが市でキャンプを行うことから、
7月25日、ポール・カヴァナ駐日アイルランド大
使一行が市を訪れました。
　市長と面会後、アイルランドの歴史や文化に関
するセミナーが行われました。参加した中学生た
ちは熱心に聴き入り、大使に英語で質問するなど、
国際交流活動の一歩を踏み出しました。

▲ヤマメのつかみ捕りを楽しむ児童

▲選手にタックルの指導を受ける参加児童

▲市の文化財などについて学ぶ児童

▲市とアイルランドの友好が深まりました
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学校給食の献立の充実と多様化を目指して

市学校給食料理コンクール
　8月1日、ふれあい文化センターで学校給食料
理コンクールを開催しました。市内12小学校の
調理員が参加し、「塩麹などの発酵食品を使用す
る」、「カルシウムを多く含む」などのテーマに基
づいた、独創性のある献立が調理されました。
　「とふの粉衣のC

か
aらあげ」や「具だくさん呉

ご じ る
汁」

などの献立で優勝したのは春日東小学校。今後、
県学校給食料理コンクールに出場する予定です。

▲制限時間40分の中で、調理技術を披露する調理員

水は大切な資源

「水」キャンペーン街頭啓発
　福岡都市圏17の市町は、福岡都市圏の水事情
の周知と節水意識の高揚を目的として、毎年『福
岡都市圏「水」キャンペーン』を行っています。
　8月2日、西鉄春日原駅とJR春日駅で、市長を
はじめとする市職員らが、啓発物品を配布しなが
ら、水の大切さや節水を呼び掛けました。
　皆さんも、もう一度水の大切さについて考えて
みませんか。

▲節水の協力を呼び掛ける市長

筑後川流域に住む子どもたちとの交流

かっぱリング開催
　春日市を含む福岡都市圏では、水源の3分の1
を筑後川から得ています。そのため、水の大切さ
を考え、筑後川流域に住む市町村と交流する取り
組み（通称：かっぱリング ）を毎年行っています。
　7月26日、市の児童26人と、大分県玖珠町の
児童22人が、「モンベル五ケ山ベースキャンプ（那
珂川市）」で野外炊飯などを通して交流。その後五
ケ山ダムを見学し、水の大切さを学びました。

▲市と大分県玖珠町の児童ら

みんなで一緒にご飯を食べよう！

コミュニティスペース春日原食堂が始動
　7月28日、春日原地区公民館で、コミュニティ
スペース春日原食堂が初めて開催されました。こ
れは、「みんなで一緒にご飯を食べよう！」をコン
セプトに、地域の交流の場として、公民館で奇数
月の第４日曜日に開かれる食堂です。年齢を問わ
ず誰でも参加でき、18歳以下と61歳以上は無料
です。次回は9月22日に実施されます。みんなで
一緒に食卓を囲みませんか。

▲カレーを受け取る参加者
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　それは母に連れられて図書館に行った時に目にとま
った一冊の本だった。
　「同和問題？。」
　きき慣れない言葉だった。私は手にとり、母のとな
りで本を広げた。そこには私が今まで想像もできなか
ったことがたくさん書いてあった。
　同和問題とは、生まれた場所（被差別的部落）やそ
この出身というだけで差別される根拠も無く著しく不
合理な部落差別をされる、日本人がとらわれやすい死
や血などに関するケガレ意識のほか家意識、世間体
等が根底にある、簡単には拭いさることのできない日
本固有の差別だという。史料では、すでに鎌倉時代
中期の文献に部落差別の原型が記述されていた。被
差別部落出身ということで、結婚を反対される、やり
たい仕事につけない等。人として望んで当然のことが
できない環境におかれている人がいることを初めて知
った。母にきくと、祖母が結婚すると決まった時に親
戚に「結婚しようと思っている。」と喜びを報告すると最
初に言われた言葉は「おめでとう。」より先に、「相手
は部落の人じゃない？大丈夫？」だったという。こんな、
身近な事だったのかと私は胸に衝撃を受けてからすぐ
に、差別問題は世界中で起きている根強い問題なの
だと強く感じた映像があった。南アフリカ、アパルトヘ
イト問題にふれた特集だった。白人以外の人種の政治
的・社会的権利を奪い、居住区まで指定した差別的
政策だった。アパルトヘイトが終結をむかえて二十数
年経つが今も人種差別や経済格差が残っていることを
痛感する映像だった。貧困状態から抜け出せない闇。
負の連鎖を断ちきれずもがき苦しむ人々。その中で、

私と年は変わらない子供達の言葉が今でも私の心に強
く残っている。インタビューする人が「今一番ほしいも
の、願い事は何ですか。」と子供達に聞いた。私は頭
の中で色々な願い事がうかんだ。あれがほしいな。こ
れもほしいな。みんなで旅行も行きたいな。
　しかし、その子供達は声をそろえて全員同じ事を言
った。
　「勉強がしたい。学校に行きたい。」
　頭をなぐられたような衝撃だった。私には想像も出
来ない苦しみがその言葉に込められている気がした。
　小学生の妹は、映像を観ながら「日本に生まれて良
かった」と言った。その言葉は、大多数の人が抱く本
音かもしれないと思った。
　しかし、みんなが他人事だと考えていては何の一歩
も始まらない。世界中の人間が人間らしく生きられる
世の中でありたい。
　人種や貧富による差別の考えをなくし、世界中のみ
んながしっかりと教育を受けられるような環境を作り、
豊かさが循環する社会を築き上げていきたいと思う。

「これから先の未来を造るのは、あなた達です。」
と、先生に言われた言葉が胸に深く残っている。
　私は、学校の先生になるのが夢だ。その時に、ま
だ差別の現状を知らない子供達に、しっかりと知っても
らい、これから先の未来を笑顔あふれる輝かしいもの
にできるようにしたいと願っている。
　私達が造る明日。
　その時に私はもう一度世界中のみんなに聞きたい。
　「あなたの願い事は何ですか？」

春日野中学校１年 福
ふ く

田
だ

  桃
も も

子
こ

　７月13日に、ふれあい文化センターで行った第69回「社会を明るくする運動」推進大会の一環として、市内
の３中学校から募集した作文の優秀作品を、３回に渡って紹介します（第２回・原文まま）。

「あなたの願い事は何ですか？」

優秀作品
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戦
没
者
追
悼
と

恒
久
平
和
を
祈
念

市
戦
没
者
追
悼
式

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
お
よ

び
一
般
戦
災
死
没
者
を
追
悼
す
る
と

と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
市
戦
没
者
追
悼
式（
献

花
方
式
）を
行
い
ま
す
。

　
遺
族
に
は
、
８
月
上
旬
に
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い

場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
13
日
㈮

午
前
11
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

10
時
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
サ
ン
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
や

レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
な
ど

消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９（
無
料
）

　
濃
煙
体
験
な
ど
の
各
種
体
験
ブ
ー

ス
や
多
く
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
体
験
ブ
ー
ス
の
希
望
者
が
多
数
の

　
場
合
は
、
抽
選
で
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　
９
月
28
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部
・
消
防
署（
春
日
２ｰ

２ｰ

１
）

問
い
合
わ
せ
先　
春
日
・
大
野
城
・

那
珂
川
消
防
署
消
防
課
消
防
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
８

F（
５
８
４
）１
１
６
１

http://fukuoka.kon119.
or.jp

参
加
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室（
無
料
）

　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
体
育
館
な
ど

で
行
え
る
カ
ー
リ
ン
グ
に
似
た
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
基
本
的
な
ル
ー

ル
か
ら
投
球
の
こ
つ
ま
で
分
か
り
や

す
く
指
導
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人（
１
人
参
加
可
）

※
当
日
に
、
１
チ
ー
ム
３
〜
６
人
の

　
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
い
ま
す
。

日
時　
９
月
12
日
㈭

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
飲
み
物
、
上
靴

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

ス
ポ
ー
ツ
担
当

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

初
心
者

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

対
象　
市
に
居
住
す
る
高
校
生
以
上

の
人

日
程　

10
月
３
日
〜
31
日
の
毎
週

月
・
木
曜
日（
21
日
は
除
く
）

時
間　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30

分
場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　
２
０
０
０
円（
別
途
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
８
０
０
円
が
必

要
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
し
や
す
い

服
装
、
上
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト

申
込
方
法　
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
ラ
ケ
ッ
ト
の

有
無
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会　
西に

し
ぞ
の園

☎
０
９
０（
３
７
３
９
）２
８
３
２

F（
５
８
５
）９
１
５
８

kasuga.bado.2019@
gm

ail.
com

第
39
回
春
日
市
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人　
▽
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
中
学
生
以
上
の
人

▽
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
会
員
か
同

協
会
が
参
加
を
認
め
る
ク
ラ
ブ
に

所
属
す
る
人

日
時　
10
月
14
日
㈪
・
㈷

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

種
目

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
級
）

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
級
）　

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
級
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ（
39
歳
以
下
）・

Ａ（
40
歳
以
上
））・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
）

※
全
種
目
Ａ
級
の
み
オ
ー
プ
ン（
市

外
の
人
も
参
加
可
）で
す
。

※
過
去
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
優
勝
者
は
、

前
回
よ
り
上
の
ラ
ン
ク
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
数
に
よ
り
種
目
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定
員　
１
８
０
人
程
度（
申
込
先
着

順
）

参
加
費（
１
人
１
種
目
）

▽
一
般
：
１
２
０
０
円（
市
協
会
員
：

１
０
０
０
円
）

▽
中
学
・
高
校
生
：
８
０
０
円

申
込
方
法　
９
月
24
日
㈫
ま
で
に
、

申
込
書
に
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢（
学
校
名
・
学
年
）、

性
別
、電
話
番
号
、出
場
種
目
、級
、

経
験
年
数
を
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
送
る

※
大
会
要
項
・
申
込
書
は
、
市
体
育

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyou.com

）
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会　
西に

し
ぞ
の園

☎
０
９
０（
３
７
３
９
）２
８
３
２

F（
５
８
５
）９
１
５
８

kasuga.bado.2019@
gm

ail.
com

イ
ベ
ン
ト  Event

ス
ポ
ー
ツ  Sports
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第
11
回

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
、
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

員
、
市
体
育
協
会
員

日
時　
９
月
23
日
㈪
・
㈷

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時（
受

付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市

博
多
区
銀
天
町
３ｰ

５ｰ

15
）

種
目　
個
人
戦
３
ゲ
ー
ム

参
加
費

▽
中
学
生
以
下
：
５
０
０
円

▽
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
員
：
１
７ 

０
０
円

▽
一
般
：
１
９
０
０
円

※
別
途
、
貸
靴
代
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
９
月
17
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ボ
ウ
リ

ン
グ
協
会
事
務
局（
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ウ
ル
内
）　
松ま

つ
も
と元

☎（
５
８
１
）０
１
２
２

F（
５
８
５
）５
５
９
８

第
32
回
春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
参
加
者
募
集

日
時　
９
月
15
日
㈰（
雨
天
延
期
時

は
９
月
22
日
㈰
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
受
付
：

午
前
８
時
50
分
〜
）　

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

種
目（
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
）

▽
一
般

▽
シ
ニ
ア（
男
性
は
60
歳
以
上
で
、

男
女
合
わ
せ
て
１
２
０
歳
以
上
）

▽
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア（
男
性
は
70
歳

以
上
で
、
男
女
合
わ
せ
て
１
３
０

歳
以
上
）

※
組
み
合
わ
せ
は
、
当
日
発
表
し
ま

す
。
ま
た
、
参
加
者
数
に
よ
り
種

目
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費（
１
人
当
た
り
）

▽
一
般
：
１
５
０
０
円

▽
市
テ
ニ
ス
協
会
員
：
１
０
０
０
円

定
員　
３
種
目
合
わ
せ
て
54
組（
申

込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
７
日
㈯（
必
着
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
種

目
、
本
人
と
ペ
ア
の
住
所・氏
名・

電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名（
協

会
員
の
み
）、
優
勝
経
験
者
は
そ

の
年
度
、
雨
天
延
期
時
の
参
加
の

有
無
を
連
絡
す
る

※
申
込
用
紙
は
、
市
テ
ニ
ス
協
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://kasuga-

tennis.itigo.jp/HTM
L/

）か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
は
が
き
：
同
大
会
係　
伊い

と
う藤
良よ

し
ひ
さ久

（
〒
816ｰ

０
８
３
３
紅
葉
ヶ
丘
東
７

ｰ

１
６
０
）

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
同
大
会
係　
福ふ

く
し
ま嶋

☎（
５
８
６
）０
６
４
８（
F
兼
用
）

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
人
は
、
必
ず
電

話
で
受
け
付
け
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
Ｅ
メ
ー
ル　

info@
kasuga-tennis.itigo.

jp

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

初
心
者
向
き

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

対
象　
県
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
で
、
初
心
者
教
室
が
初

め
て
の
人

日
程　

▽
Ａ
コ
ー
ス
：
10
月
15
日
〜
11
月
19

日
の
毎
週
火
曜
日

▽
Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
：
10
月
16
日
〜
11

月
20
日
の
毎
週
水
曜
日

▽
Ｄ
・
Ｅ
コ
ー
ス
：
10
月
17
日
〜
11

月
21
日
の
毎
週
木
曜
日

▽
Ｆ
コ
ー
ス
：
10
月
19
日
〜
11
月
23

日
の
毎
週
土
曜
日

時
間　

▽
Ｂ
・
Ｆ
コ
ー
ス
：
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

▽
Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
：
午
後
２
時
〜
４

時
▽
Ａ
・
Ｅ
コ
ー
ス
：
午
後
７
時
〜
９

時
場
所　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市

博
多
区
銀
天
町
３ｰ

５ｰ

15
）

定
員　
各
コ
ー
ス
18
人（
申
込
先
着

順
）

参
加
費　
６
回
で
２
０
０
０
円（
貸

靴
料
・
プ
レ
イ
費
・
教
材
費
・
茶

話
代
含
む
）

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
ボ
ウ
リ

ン
グ
連
盟
事
務
局　
秀ひ

で
し
ま嶋

☎
０
９
０（
９
７
９
４
）７
１
１
３

F（
５
７
３
）８
８
１
５

第
42
回
春
日
市
長
杯

テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
時　
10
月
20
日
㈰（
雨
天
延
期
時

は
10
月
27
日
㈰
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
受
付
：

午
前
８
時
50
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

種
目

▽
男
子
：
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
級
、
シ

ニ
ア（
60
歳
以
上
）、
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア（
70
歳
以
上
）

▽
女
子
：
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
・
Ｃ
級
、
シ

ニ
ア（
60
歳
以
上
）

※
組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
数
に
よ
り
種
目
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費（
１
人
当
た
り
）

▽
一
般
：
１
５
０
０
円

▽
市
テ
ニ
ス
協
会
員
：
１
０
０
０
円

定
員　
各
ク
ラ
ス
18
組（
総
数
54
組

以
内
、
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
７
日
㈯
〜
10
月
６

日
㈰（
必
着
）に
、
往
復
は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
種
目
、
本
人
と
ペ
ア
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
雨
天
延

期
時
の
参
加
の
有
無
、
所
属
ク
ラ

ブ
名（
協
会
員
の
み
）、
優
勝
経
験

者
は
年
度
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
は
が
き
：
同
大
会
係　
伊い

と
う藤
良よ

し
ひ
さ久

（
〒
816ｰ

０
８
３
３
紅
葉
ヶ
丘
東
７

ｰ

１
６
０
）

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
同
大
会
係　
福ふ

く
し
ま嶋

☎（
５
８
６
）０
６
４
８（
F
兼
用
）

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
人
は
、
必
ず
電

話
で
受
け
付
け
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
Ｅ
メ
ー
ル　

info@
kasuga-tennis.itigo.

　

jp
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春
日
ま
ち
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー

　
ぶ
ど
う
の
庭
は
、
志
を
持
っ
た
市
民

が
運
営
団
体
と
し
て
、
子
育
て
支
援
や

趣
味
を
通
し
て
の
人
と
の
つ
な
が
り
支

援
な
ど
の
地
域
活
動
を
支
援
し
、
春
日

の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

春日市須玖北５ー１５５
☎（５８９）３３８８　
F（５８９）３３９９

http://
budounoniwa.com/

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ミ
シ
ェ
ル
お
し
ゃ

べ
り
の
会

　
１
人
暮
ら
し
の
人
や
家
に
こ
も
り

が
ち
な
人
が
、
気
軽
に
お
茶
を
飲
み
、

会
話
を
楽
し
む「
60
歳
か
ら
の
交
流

お
茶
飲
み
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
た
め
の
キ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　
認
知
症
の
予
防
を
兼
ね
て
、
キ
ー

ボ
ー
ド
を
楽
し
む
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
他

　
パ
ソ
コ
ン
、
オ
カ
リ
ナ
、
麻
雀
、

そ
ば
打
ち
、

ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
な
ど
の
教

室
は
、
ど
の

世
代
で
も
楽

し
め
ま
す
。

　
ぶ
ど
う
の
庭
で
行
わ
れ
て
い
る
、

シ
ニ
ア
を
対
象
と
し
た
活
動
や
地
域

の
シ
ニ
ア
の
居
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　
元
保
育
園
と
い
う
温
か
み
の
あ
る

木
造
の
建
物
や
季
節
の
花
が
咲
く
庭

を
持
つ「
ぶ
ど
う
の
庭
」は
、
シ
ニ
ア

の
皆
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
と
憩
い
の
時

間
を
過
ご
せ
る
場
所
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ご
近
助
力
ア
ッ
プ
研
究
会

　
超
高
齢
社
会
に
向
け
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
使
い
な
が
ら
、
在
宅
医
療
・
介

護
、
認
知
症
、
生
前
整
理
・
相
続
、

葬
儀
・
墓
な
ど
、
こ
れ
か
ら
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
、
市

民
向
け
の
勉
強
会
と
し
て「
終
活
塾
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
や
交
通
弱
者
を
対
象
に
し
た
買
い

物
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

泳
げ
な
い
人
も
参
加
で
き
る

き
れ
い
な
泳
ぎ
方
を
身
に
付
け
よ
う

大
人
の
水
泳
教
室

対
象　
市
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

人
日
程　
10
月
10
日
㈭
・
17
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル

受
講
料　
２
日
間
で
８
６
０
円（
65

歳
以
上
の
人
は
４
２
０
円
）

※
プ
ー
ル
使
用
料
を
含
み
ま
す
。

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
28
日
㈯
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
市
水
泳
連

盟
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://kas 

ugasuiei.jim
do.com

/

）の
い

ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
水
泳
連

盟　
大お

お
せ瀬

☎
０
８
０（
５
２
８
４
）３
１
６
４

F（
５
７
１
）０
０
９
０

あ
な
た
の
ペ
ッ
ト
は
大
丈
夫
？

考
え
て
み
よ
う

犬
の
散
歩
マ
ナ
ー

　
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
に
、
ふ
ん

尿
を
放
置
し
た
り
、
リ
ー
ド
を
付
け

る
講
演
、
肝
臓
病
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
個
人
相
談
会

定
員　
２
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
４
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
久
留
米
大

学
病
院
福
岡
県
肝
疾
患
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２（
３
１
）７
９
６
８ 

F
０
９
４
２（
３
９
）６
４
７
６ 

http
://w

w
w

.fukuo
ka-

kanshikkan.com
/

楽
し
く
脳
を
活
性
化

脳
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

や
さ
し
め
コ
ー
ス（
無
料
）

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
形
式
の
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
た

歌
体
操
を
中
心
に
、
脳
と
体
の
活
性

化
を
行
う
楽
し
い
教
室
で
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

兼
ね
て
お
り
、
修
了
者
に
は「
認
知

症
の
人
を
支
援
し
ま
す
」と
い
う
意

思
を
示
す
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
渡
し

ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

で
、
座
っ
た
ま
ま
で
の
運
動
が
可

能
な
人
の
う
ち
、
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
程　
10
月
２
日
〜
11
月
６
日
の
毎

週
水
曜
日（
全
６
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

な
か
っ
た
り
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
地
域
住
民
に
と

っ
て
迷
惑
で
す
。
散
歩
を
す
る
と
き

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
犬
に
リ
ー
ド（
手
綱
）を
つ
け
る

▽
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
水
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
を
持
参
す
る

▽
ふ
ん
や
尿
を
さ
せ
る
場
合
は
、
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
を

選
び
、
ふ
ん
は
袋
な
ど
に
入
れ
て

持
ち
帰
り
、
尿
は
必
ず
水
で
流
す

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
生
活
環
境

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

市
民
公
開
講
座
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
無
料
）

聞
い
て
み
よ
う
！
私
た
ち
に
肝
腎
な
話

個
人
相
談
も
実
施

日
時　
10
月
19
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分（
開

場
：
午
後
１
時
）

場
所　
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
視
聴
覚

ホ
ー
ル（
久
留
米
市
諏
訪
野
町

１
８
３
０ｰ

６
）

内
容　
肝
臓
病（
肝
炎
・
肝
が
ん
）と

腎
臓
病
と
の
関
係
や
治
療
に
関
す

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師　
三み

ね根
小こ

ず

え
珠
恵
さ
ん（
介
護
福

祉
士
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
動

き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル

申
込
方
法　
９
月
２
日
㈪
以
降
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
窓
口

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高

齢
者
支
援
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
０
５

F（
５
８
４
）３
０
９
0

健
康  Health

環
境  Environm

ent
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青
少
年
健
全
育
成
講
演
会（
無
料
）

ぬ
ま
っ
ち
先
生
の

や
る
気
を
出
す「
ぬ
ま
っ
ち
メ
ソ
ッ
ド
」 

　
小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
く「
ぬ
ま

っ
ち
メ
ソ
ッ
ド
」に
は
、
家
で
も
で

き
る「
子
ど
も
の
力
を
引
き
出
す
仕

掛
け
」が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
９
月
28
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分（
開

場
：
午
後
１
時
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
サ
ン
ホ
ー
ル

講
師　
「
ぬ
ま
っ
ち
先
生
」こ
と
沼ぬ

ま
た田

晶あ
き
ひ
ろ弘
さ
ん（
東
京
学
芸
大
学
付
属

世
田
谷
小
学
校
教
諭
）

定
員　
２
５
０
人

問
い
合
わ
せ
先　
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議（
火
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）

☎（
５
７
２
）４
６
０
２（
F
兼
用
）

苦
手
な
人
は
い
ま
す
か

な
か
よ
し
の
ツ
ボ
教
え
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
講
演
会（
無
料
）

　
な
か
よ
し
研
究
の
達
人
が
、
誰
も

が
抱
え
る
人
間
関
係
の
悩
み
を
解
消

へ
と
導
き
ま
す
。

　
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
６
カ
月

以
上
の
未
就
学
児
、
５
０
０
円
、
先

着
10
人
、
９
月
13
日
㈮
ま
で
に
要
申

し
込
み
）。

日
時　
９
月
24
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
２
階
中
研
修
室

講
師　
長ち

ょ
う
あ
み

阿
彌
幹み

き
お生
さ
ん（
教
育
文

化
研
究
所
代
表
）

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

春
日
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
事
務
局　

松ま
つ
ざ
と里

☎
０
９
０（
３
４
１
３
）６
８
８
４

F（
５
５
８
）９
９
５
５

kom
ihiro2@

gm
ail.com

言
葉
に
つ
い
て
考
え
る

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
講
演
会（
無
料
）

こ
と
ば
メ
ガ
ネ
を
か
け
か
え
て
見
よ
う　

　

自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
増
え
て

い
ま
す
。
物
語
や
詩
を
通
し
て「
言

葉
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
６
カ
月

以
上
の
未
就
学
児
、
５
０
０
円
、
先

着
10
人
程
度
）。　

日
時　
10
月
２
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
開
場
：

午
前
９
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
大
会
議
室

講
師　
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん

（
詩
人
、翻
訳
家
、エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

定
員　
１
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育

課
社
会
教
育
・
読
書
推
進
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

や
き
も
の
作
り
教
室

　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
ウ
ト
グ
チ

瓦
窯
展
示
館
を
見
学
し
、
や
き
も
の

作
り
を
行
い
ま
す
。

　
作
っ
た
作
品
は
、
窯
で
焼
い
て
後

日
渡
し
ま
す
。

日
時　
10
月
12
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

参
加
費（
材
料
費
）　
粘
土
５
０
０
ｇ

当
た
り
３
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
で
、

最
小
催
行
人
数
５
人
）

申
込
方
法　
９
月
12
日
㈭
〜
10
月
４

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
窓
口
の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
そ

の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nako
ku@

city.kasuga.
fukuoka.jp

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

県
民
講
座
２
０
１
９（
無
料
）

日
時
　
９
月
21
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
７

階
視
聴
覚
研
修
室（
原
町
３ｰ

１ｰ

７
）

演
題　
と
も
に
食
べ
て
生
き
て
い
く

包
摂
社
会
を
目
指
し
て

講
師　
枝え

だ
も
と元
な
ほ
み
さ
ん（
料
理
研

究
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ッ
グ
イ
シ

ュ
ー
基
金
理
事
）

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
む
か
、
県
人
権
啓
発
情
報

セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http 

s://w
w

w
.fukuo

kaken-
jinken.or.jp

）か
ら
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
人
権
啓

発
情
報
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

中
学
生
と
遊
ぼ
う

子
育
て
体
験
授
業

協
力
親
子
を
募
集

　
中
学
校
３
年
生
の
家
庭
科
の
授
業

で
、
乳
幼
児（
お
お
む
ね
４
歳
未
満
）

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

　
育
児
や
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
授
業

に
協
力
で
き
る
、
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
10
月
７
日
㈪
・
15
日
㈫
・
28

日
㈪

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
50
分（
15

日
の
み
午
前
11
時
〜
11
時
50
分
）

場
所　
春
日
西
中
学
校
武
道
場
他

定
員　
親
子
20
組（
１
組
３
人
以
上

も
可
）

申
込
方
法　
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
希
望

す
る
日
程
、
保
護
者
の
氏
名
、
連

絡
先
を
伝
え
る 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
О
法

人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

☎（
５
７
２
）８
７
４
０（
F
兼
用
）

kosodatekasuga@
yahoo.

co.jp

講
演
・
講
座  Lecture

子
育
て  Parenting
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問い合わせ先
環境課ごみ減量担当・環境保全担当
☎（584）1111㈹  F（584）1147

海洋プラスチックごみが急増

ポイ捨てなどにより、回収され
ずに河川などを通じて海に流れ込む

「海洋プラスチックごみ」が日々発
生しています。世界全体で日々大
量に発生する「海洋プラスチックご
み」は長期にわたり海に残存し、こ
のままでは、２０５０年までに魚の重
量を上回ることが予測されるなど、
地球規模での環境汚染が懸念され
ています。
海洋プラスチックごみが原因で起
きている問題

体に絡まってしまったり、餌と間
違えて誤食してしまったりするなど、
海洋生物への影響が起きています。

また、海中の有害物質を吸着し
たプラスチックが魚介類に蓄積し、
それを摂取した人間への悪影響も
心配されています。
私たちにできることは？

海のプラスチックのほとんどは、
内陸から出た物と言われています。
海がない春日市でもできることは
たくさんあります。
▷ポイ捨てをしない
▷マイバッグ、マイボトルの活用
▷海・山・川のレジャーではごみを

持ち帰る
▷ごみ拾いイベントに参加する
▷プラスチック製品の代替品として、

紙製ストローなどを活用する

この他にも、さまざまな取り組
みやアイデアが環境省ウェブサイト

「プラスチック・スマート」（http://
plastics-smart.env.go.jp）に掲載
されています。

出
産
後
に
備
え
ま
し
ょ
う

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
菓
子
を
用
意
し

て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー

ト
ナ
ー
も
参
加
可
）

日
時　
９
月
30
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
和
室

内
容

▽
午
前
10
時
〜
：
管
理
栄
養
士
講
話

「
妊
婦
の
食
事　
秋
編
」 

▽
午
前
11
時
〜
：
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
▽
午
前
11
時
15
分
〜
：
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
参
加
費　
１
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
９
月
２
日
㈪
の
午
前
８

時
30
分
〜
27
日
㈮
に
、
電
話
で
氏

名
、
生
年
月
日
、
出
産
予
定
日
、

電
話
番
号
を
伝
え
る
か
、
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

大
人
と
同
じ
食
材
を
使
っ
て

離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
を
学
ぶ

離
乳
食
教
室

　
料
理
が
苦
手
な
人
も
、
こ
れ
を
機

に
手
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前
・
性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

令
和
２
年
４
月
採
用

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

職
員
採
用
試
験

受
験
資
格　
大
学
、
短
期
大
学
を
卒

業
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
ま
で
に

卒
業
す
る
見
込
み
の
人
で
、
平
成

　
託
児
も
あ
り
ま
す（
原
則
と
し
て

生
後
５
〜
８
カ
月
、
１
人
３
０
０
円
、

先
着
15
人
）。
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
生
後
５
〜
８
カ
月
児
の
保
護

者
日
時　
９
月
25
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
栄
養

指
導
室

内
容　
離
乳
食
後
期（
９
カ
月
）か
ら

の
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義
、
調

理
実
習
、
試
食

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
９
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

６
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

職
種（
採
用
予
定
人
数
）　
一
般
事
務

（
２
人
程
度
）

試
験
日　
10
月
20
日
㈰

試
験
場
所　
県
自
治
会
館（
福
岡
市

博
多
区
千
代
４ｰ

１ｰ

27
）

受
付
期
間　
８
月
23
日
㈮
〜
９
月
13

日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
組
合
総

務
課

☎（
６
５
１
）２
５
１
１

F（
６
４
１
）５
０
４
０

http
://w

w
w

.fukuo
ka-

kyosai.jp/

試
験  test
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※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収

入
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上

の
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談
：
９
月
４
日
㈬
、
10

月
２
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談
：
９
月
11
日
㈬
・
25

日
㈬
、
10
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
、
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３ｰ

１ｰ

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
日
前
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」主
催

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
介
護
の
悩
み
を
語
り
合
っ
た
り
、

日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
た
り
す
る
場
と

し
て
、
食
事
会
を
行
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
人
も
、
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
介
護
者

日
時　
９
月
19
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分（
集

合
：
午
前
９
時
50
分
）

集
合
場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
き
先　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工

場
・
福
太
郎
本
社
め
ん
た
い
工
場

見
学（
福
岡
市
）

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
食
事
代

（
１
５
０
０
円
）を
現
地
で
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

定
員　
28
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
10
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会　
服は

っ

部と
り

☎（
５
８
２
）５
７
９
８（
F
兼
用
）

協
力
し
て
く
だ
さ
い

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
ml
全
血
献
血

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献

※
施
設
利
用
に
は
、
利
用
料
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ナ
ギ
の
木
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

参
加
し
ま
せ
ん
か

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

研
修
会（
無
料
）

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象　
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門・

人
工
ぼ
う
こ
う
を
つ
け
て
い
る

人
）、
家
族
、
医
療
関
係
者
、
介

護
職
員
、
そ
の
他
希
望
者

日
時　
９
月
21
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
西

棟
第
１
和
室（
原
町
３ｰ

１ｰ

７
）

内
容　
体
験
発
表
会
、
相
談
会

問
い
合
わ
せ
先　

▽（
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福

岡
県
支
部
事
務
局　

☎（
５
７
２
）７
７
８
８（
F
兼
用
）

▽
筑
紫
分
会
長　
西に

し
は
ら原

☎
０
８
０（
５
２
８
３
）８
３
２
５

☎（
５
０
１
）８
３
２
５（
F
兼
用
）

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

集
中
相
談
会（
無
料
）

　
電
話
や
面
談
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　
９
月
11
日
㈬
・
12
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
８
時（
受
付
：

午
後
７
時
30
分
ま
で
）

※
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
、
９
月
12

日
㈭
の
午
後
３
時
〜
７
時
で
す
。

場
所　

福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所

（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
１ｰ

８ｰ

８

県
福
岡
西
総
合
庁
舎
５
階
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働

者
支
援
事
務
所

☎（
７
３
５
）６
１
４
９

F（
７
１
２
）０
４
９
７

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
時　
９
月
19
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５ｰ

14ｰ

７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
以
内
で

す
。

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は

長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
血
液
を
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
へ
安
定
し
て
血
液
を
届

け
る
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血

に
は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
６
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

持
っ
て
く
る
も
の　

献
血
カ
ー
ド

（
手
帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会（
市
福

祉
支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

敬
老
の
日
に
開
館
し
ま
す

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ナ
ギ
の
木
苑

　
当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
カ
ラ
オ
ケ

や
踊
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
午

後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
演
芸
も

あ
り
ま
す
。

臨
時
開
館
日
時　
９
月
16
日
㈪
・
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
７
時（
浴
場
利

用
：
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30

分
）
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福
祉  W

elfare

相
談  C

onsultation



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス 情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

市民図書館から

街中で生きる猫はとても可愛いものです。あなたがもし道で野良
猫を見つけて飼いたいと思ったらどうしますか。「その確保の方法は？
どうやって飼えばいい？注意することは？」この本はそんな疑問に
答えてくれます。自由なようで危険も多い野良猫たちの暮らし。そ
の様子をちょっとのぞいてみませんか。

『野良猫の拾い方』
東京キャットガーディアン／監修　大泉書店　645.7ノ【棚59】

『動物翻訳家 心の声をキャッチする、飼育員のリアルストーリー』
片
かた

野
の

ゆか／著　集英社　480.7カ【棚56】

『近藤史恵リクエスト！ペットのアンソロジー』
我
あ

孫
び

子
こ

武
たけ

丸
まる

ほか／著　光文社　Fコン【棚47】

　９月２０日から２６日は、動物愛護週間です。動物たちの多くは、人間の生活から大きな
影響を受けています。言葉も生き方も私たちと違いますが、生きることに懸命なところは
私たちと少しも変わりません。動物を飼っている人も、そうでない人もそんな彼らについ
て考えてみませんか。

図書館を
もっと身近に
暮らしのなかに

ペットは最も人間の身近にいて生活空間を共にする動物です。そ
んなペットをテーマに、10人の作家が綴ったアンソロジーです。
賢く繊細なヨウム、けなげで可愛い犬たち、そして手がかかり謎の
多い爬虫類。生き物たちと人間たちが結ぶ縁の不思議を通して、「動
物と共に生きる」ということを考えさせてくれる作品群です。

普段の生活では見ることのできないさまざまな動物に出会える
動物園。近年動物たちの生き生きとした姿を見せる飼育方法が注
目されています。そうした飼育方法を実践するためのスタッフと
動物たちの苦悩や喜びを通じて、動物園のあるべき姿、人間と動物
との関係について考えさせてくれる1冊です。

動物を大事に

市民図書館（大谷6-24）　☎（584）4646 F（584）3900
　 http://library-city-kasuga-fukuoka.jp/
開館時間　㈫〜㈭・㈰：午前9時〜午後7時
　　　　　　　㈮・㈯：午前9時〜午後8時

第１回 春日市 図書館を使っ
た調べる学習コンクール　
作品募集！　

　「図書館を使った調べる学習コン
クール」を開催します。
　テーマは自由。ナゼ・フシギ・ギモン
を図書館を使って調べて、まとめよう！
対象　小・中学生、高校生、一般の人
募集期間　9月1日㈰〜10月15日

㈫
問い合わせ先　市民図書館
☎（584）4646
F（584）3900

http://library-city-kasuga-　
　 fukuoka.jp

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

養
育
費
・
ひ
と
り
親
１
１
０
番

弁
護
士
に
よ
る
集
中
電
話
相
談（
無
料
）

　
養
育
費
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
匿
名
で
も
受
け
付
け

で
き
、
離
婚
前
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

日
時

▽
９
月
18
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

▽
10
月
19
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

相
談
電
話

☎（
７
２
４
）２
６
４
４

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

令
和
元
年
度
第
３
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

抽
選
方
式

　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す（
申
込
手
数
料
不
要
）。

申
込
期
間　
９
月
４
日
㈬
〜
12
日
㈭

※
募
集
案
内
書
は
、
申
込
期
間
中
の

み
市
役
所（
総
合
案
内
・
管
財
課
）、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
設
置
し
ま
す
。

な
く
な
り
次
第
配
布
を
終
了
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１　

結
婚
を
希
望
す
る
人

県
が
応
援
し
ま
す

運
命
の
出
会
い

　
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
者
を
応
援

す
る
企
業
・
団
体
を「
出
会
い
応
援

団
体
」と
し
て
登
録
し
、
パ
ー
テ
ィ

や
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
出
会
い
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
あ

か
い
糸
め
ー
る
」で
配
信
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
無
料
で
独
身
者
の
た
め
の

個
別
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
出
会
い
応
援
団
体
」や
メ
ル
マ
ガ

会
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
県
出
会
い
・
結
婚
応
援
事
務
局

☎（
７
３
３
）８
２
０
２

F（
７
３
３
）８
２
０
３

▽
県
子
育
て
支
援
課

☎（
６
４
３
）３
３
１
１

F（
６
４
３
）３
２
６
０

そ
の
他  etc
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　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸
し出しがあり、行事がないときでも、いろいろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュ
したいという保護者を対象とした、託児付きの行事もあります。

あそぼ～
開館時間

午前10時～午後5時
児童センター

4日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天時は室内遊びに変更

11日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天時は室内遊びに変更

14日（土）
おまたせ!トランポリン　午前11時～正午

おはなし広場　午後2時～2時30分　

15日（日）
みんなで工作（牛乳パックでハガキをつくろう）　
午前10時15分～正午、先着20人
親子であそぼう　午後3時～3時20分　※乳幼児対象

18日（水）屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天時は室内遊びに変更

22日（日） 楽しいクッキング（季節の野菜カレーと手作りプリン）　
午前10時15分～正午、12人、140円、

25日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天時は室内遊びに変更

27日（金）
ママの“ホッ”とタイム(リラックスヨガ)
午前10時15分～11時30分、12人、 、託児は20日（金）ま
でに要申し込み(1人500円)

29日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

1日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

8日（日） わんぱく広場（フィンガーペインティングで遊ぼう!!）
午後2時～3時　※汚れても良い服装

10日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

14日（土） 親子で工作（階段のぼるよ!!ビー玉コースターを作ろう）
午後2時～3時30分、小学生と保護者ペア20組、

15日（日） 作ってわくわく（季節のプレゼント♥ブレスレットを作ろう）　
午後2時～3時

22日（日） わくわくクッキング（フルーツボンボン☆わらびもち）
午前10時15分～正午、12人、150円、 　

25日（水） おはなしな～に？　午前11時～11時30分

29日（日）
道場やぶり（職員と対決）　午後2時～3時

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

1日（日） 道場やぶり（ゲームにチャレンジ）　午後2時～3時　

7日（土）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

10日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター(0～3歳児向け)
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

14日（土）
幼児タイム（親子で体操）　午前10時15分～11時　

けかつ広場（ミサンガをつくろう）　午後2時～3時

15日（日） 運動あそび（マット運動であそぼう！）　午後2時～3時

21日（土）
幼児タイム（親子で体操）　午前10時30分～11時　

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

22日（日） 作ってあそぼう(オリジナルしおり＆メッセージカード）
午後2時～3時、12人、

27日（金） おはなしだいすき　午前11時～11時30分

29日（日） かんたんクッキング（みたらし団子＆タピオカドリンク）
午前10時30分～正午、12人、150円、

今月の休館日

2日㈪、
9日㈪、

16日㈪・㈷、
17日㈫、

23日㈪・㈷、
24日㈫、
30日㈪

乳幼児
対象行事
未就学児と保
護者対象。友
達づくり、子
育て情報など
の交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：4日㈬、5日㈭
▶光町：3日㈫、4日㈬、19日㈭、20日㈮

▶毛勝：11日㈬、12日㈭、25日㈬、26㈭
▶白水：5日㈭、6日㈮、18日㈬、19日㈭

午前11時～
11時40分

ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：11日㈬、12日㈭
▶光町：5日㈭、6日㈮、26日㈭、27日㈮

▶毛勝：4日㈬、5日㈭、19日㈭、20日㈮
▶白水：3日㈫、4日㈬、11日㈬、12日㈭ 午前10時30分

〜（1時間程度）
親子サロン

（0〜3歳児向け）
▶須玖：20日㈮、26日㈭
▶光町：13日㈮

▶毛勝：13日㈮
▶白水：27日㈮

子育て広場

▶須玖（親子でぎゅっ♪）：3日㈫※、4日㈬、6日㈮、11日㈬、13日㈮、18日㈬、20
日㈮、21日㈯、25日㈬、27日㈮　※3日㈫のみ午前11時～（20分間程度）

午後1時30分〜
（20分間程度）

▶光町（おひさま広場）：3日㈫、4日㈬、5日㈭、6日㈮、19日㈭、20日㈮、26日㈭、
27日㈮

▶毛勝（にこちゃん広場）：11日㈬、12日㈭、25日㈬、26日㈭
▶白水（ぴよちゃん広場）：5日㈭、6日㈮、11日㈬、12日㈭、18日㈬、19日㈭

午前11時40分
〜正午

9月の
行事予定表

▶︎ の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）　▶︎表中の金額は参加費など　▶︎ は申し込みが必要（9月1日㈰午
前10時以降に申し込み。受付／午後6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）
▶︎申し込みは1人1行事まで　▶︎天候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

大土居1-38
☎（581）5614　 F（581）5616毛勝児童センター須玖南2-120

☎（573）2431　 F（584）7739須玖児童センター

天神山1-213
☎（593）2777　 F（593）2801白水児童センター

1日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

7日（土） ワイワイ広場（ドッジボール大会）　午後2時～3時

10日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

14日（土） 遊びの出前!児童センター　
午前10時30分～11時30分、場所：春日野小ときめきホール

15日（日）
かんたん工作（ペンスタンド）　午前10時15分～正午、先着20人

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

21日（土） かんたんクッキング（お月見だんご）
午前10時15分～正午、10人、150円、

22日（日） ワイワイ広場（マットＤＥあそぼ）　午後2時～3時

25日（水） 楽しいおはなし会　午前11時～11時30分

29日（日） ワイワイ幼児タイム　午後3時～3時30分　

光町2ｰ180ｰ4
☎（501）7014　 F（501）7033光町児童センター
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白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文現象の観望会を
行っています。参加は無料です。初心者でも指導員が丁寧に案内しま
すので、気軽に来館してください。ボランティアも随時募集中です。

『名月を楽しもう』

上記以外の天体観察も行えます。昼間は太陽などを観察できます。
なお、天候などの理由により内容が変更となる場合があります。

【イベント情報】
★カメラ講座：９月５日㈭・１９日㈭・２６日㈭　午後７時～９時　※レンズ交換

式カメラを持っている人対象
★星座かみしばい（てんびん座）：９月２８日㈯　午後２時30分～３時
※申し込みが必要です。詳細は、問い合わせるか、ウェブサイトを見てください。
※ウェブサイトでは、毎月発行している「ほしぞら新聞」などの情報を見ること

ができます。　http://www.hoshinoyakata.com

開館日時／毎週金〜日曜日  午後2時〜9時
（9月15日までは午後9時30分まで）
申込・問い合わせ先／白水大池公園星の館
☎（558）9099 （閉館日は星の館管理会社に転送されます） 
F（558）9023   starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

日　程 時　間 内　容
8月30日㈮～9月1日㈰ 午後７時30分～

９時30分

こと座の物語
9月6日㈮～8日㈰ さよなら木星

9月13日㈮～15日㈰ 名月をみよう
9月20日㈮～22日㈰ 午後７時～９時 星空は夏から秋へ
9月27日㈮～29日㈰ アンドロメダ銀河をみよう

平成5年 
春日・大野城・那珂川
消防本部・署庁舎移転

い
よ
い
よ
始
ま
る

Ｒ
Ｗ
Ｃ

※市政50周年（令和４年）に向けて、市史（平成版）を編さん中です。

アーカイブ
平成
Vol.5

　
９
月
20
日
、
つ
い
に
、
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
TM

日
本
大
会
が
開
幕
し
ま
す
。
ラ
グ

ビ
ー
の
世
界
王
者
を
決
定
す
べ
く
、

世
界
の
強
豪
20
チ
ー
ム
が
、
日
本

各
地
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
市
で
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
を
行

う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、

カ
ナ
ダ
の
３
チ
ー
ム
、
そ
し
て
日

本
チ
ー
ム
の
活
躍
を
、
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
▼
個
人
的
に
楽
し

み
な
の
は
、
９
月
28
日
に
行
わ
れ

る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
対
日
本
戦
。
優

勝
候
補
の
一
角
と
い
わ
れ
る
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
代
表
を
相
手
に
、
日
本

代
表
が
ど
の
よ
う
な
戦
い
を
見
せ

る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
試
合
の
会

場
は
静
岡
県
で
す
が
、
テ
レ
ビ
観

戦
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
で
も
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

大
迫
力
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
大

勢
の
人
と
一
緒
に
、
ラ
グ
ビ
ー
の

熱
気
と
興
奮
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
▼「
４
年
に
一
度
じ
ゃ
な

い
。
一
生
に
一
度
だ
。」世
界
最
高

峰
の
戦
い
を
、
し
っ
か
り
と
目
に

焼
き
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
か

11月生まれの
赤ちゃん

募集
（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、
市報かすが9月1日号の感想を書いて郵送するか、Eメールで送ってく
ださい。Eメールはタイトルを「お誕生日おめでとう」に、写真ファイル
名は赤ちゃんの名前にしてください。10月1日㈫（消印有効）までの到
着分から抽選で決定します。【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」
係（〒816ｰ8501春日市役所） koho@city.kasuga.fukuoka.jp※写
真は返却できません。

春日市
総合情報
メール

広報ツイッター…………………@kasuga_PR
防災ツイッター…………………@kasuga_bousai
環境課ツイッター………………@kasuga_kankyo
納税課ツイッター………………@kasuga_nouzei
採用ツイッター…………………@kasuga_saiyo
ラグビー事務局ツイッター……@kasugarugby

環境課インスタグラム…………@kasuga_kankyo

（
令
和
元
年
７
月
末
現
在
）

市
の
人
口

●総人口
  113,293人 （前月 +90）
  女58,352人（前月 +40）
  男54,941人（前月 +50）
●世帯数
  49,259世帯（前月 +111）

●増　転入	 646人
　　　出生	 81人
　　　その他	 7人
●減　転出	 580人
　　　死亡	 60人
　　　その他	 4人

議会フェイスブック
納税課フェイスブック
男女共同参画センターじょなさんフェイスブック

SNSもチェック

（メール登録用） （アプリiPhone版） （アプリAndroid版）

藤
ふじ

岡
おか

 颯
はや

太
た

ちゃん
平成30年9月1日生

（平田台）

古
こ

賀
が

 蒼
あお

彩
い

ちゃん
平成29年9月18日生

（春日原北町）

田
た

原
はら

 心
この

葉
は

ちゃん
平成29年9月3日生

（下白水北）

大
おお

津
つ

 麗
れ

衣
い

来
ら

ちゃん
平成30年9月4日

（桜ヶ丘）

髙
たか

元
もと

 煌
こ

生
う

ちゃん
平成29年9月24日生

（須玖北）

中
なか

原
はら

 大
だい

喜
き

ちゃん
平成30年9月28日生

（惣利）

滝
たき

澤
ざわ

 稜
りょう

ちゃん
平成29年9月24日生

（平田台）

三
み

ヶ
か

島
しま

 幹
かん

太
た

ちゃん
平成30年9月18日生

（下白水北）
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かすがの
さすが

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
―
や
よ
い
会
長
に
就
任

森も

り

の野
　
文ふ

み

こ子
さ
ん（
６７
歳
・
泉
）

　
今
年
7
月
に
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
福
岡
ー
や
よ
い
の
会
長
に

就
任
し
た
森
野
さ
ん
。

　
「
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
」は
、
ア
メ

リ
カ
で
創
設
さ
れ
た
女
性
の
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
。
世
界
１
２ 

２
カ
国
、
約
７
万
５
０
０
０
人
の

会
員
が
所
属
し
、
日
本
で
は

４
９
０
ク
ラ
ブ
が
活
動
中
で
す
。

　
市
内
を
拠
点
と
す
る「
福
岡
ー

や
よ
い
」ク
ラ
ブ
は
、
１
９
９
７

年
に
設
立
さ
れ
、
会
員
は
現
在
19

人
。「
グ
ロ
ー
バ
ル（
国
際
的
）な

視
野
を
持
っ
て
、
活
動
は
ロ
ー
カ

ル（
地
域
）に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

女
性
と
女
児
の
生
活
・
地
位
向
上

の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
は
、
女
性
の
生

活
水
準
向
上
の
た
め
の
経
済
的
支

援
を
行
う「
夢
を
生
き
る
賞
」の
推

薦
活
動
と
、
女
子
中
・
高
生
を
支

援
す
る「
夢
を
拓
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
全

中
学
校
を
対
象
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
交
流
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
推
薦
し
た
人
や
団
体
が
、
全
国

で
表
彰
さ
れ
る
こ
と
が
一
番
の
喜

び
と
語
り
、「
多
く
の
女
性
の
自

立
を
支
援
し
た
い
」と
意
気
込
む

森
野
さ
ん
。
活
動
が
評
価
さ
れ
、

８
月
に
は
日
本
国
際
連
合
協
会
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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